
 

 １．適用範囲 

 

  本指定書は、EM30MSD サービスプラグの使用方法について規定します。 

 

 ２．対象コネクタ 

  本体 

製品名 製品コード 

EM30MSD(**) CL138-0200-0-** 

EM30MSD-A(**) CL138-0206-0-** 

   **には製品仕様による任意の数字が入ります。 

 

  信号端子用 嵌合コネクタ (GT8E コネクタ) 

種類 製品名 製品コード 備考 

コネクタ本体 GT8E-2S-2C CL758-0030-6-00  

圧着端子 

GT8E-2022SCF CL758-0033-4-00 錫めっき・1リール(10,000 本巻き) 

GT8E-2022SCF(01) CL758-0033-4-01 金めっき・1リール(10,000 本巻き) 

GT8B-2428SCF CL758-0055-7-00 錫めっき・1リール(10,000 本巻き) 

GT8B-2428SCF(01) CL758-0055-7-01 金めっき・1リール(10,000 本巻き) 

GT8E-2022SC CL758-0101-2-00 錫めっき・1パック(100 本入り) 

    

信号端子用 結線工具 

  ・自動圧着機 

種類 製品名 製品コード 備考 

自動圧着機本体 CM-105 CL901-0005-4-00  

アプリケータ 
AP105-GT8E-2022S CL901-5144-8-00 GT8E-2022SCF 用 

AP105-GT8B-2428S CL901-5172-3-00 GT8B-2428SCF 用 

・ハンドツール 

種類 製品名 製品コード 備考 

ハンドツール HT-304/GT8E-2022S CL781-0042-6-00 GT8E-2022SC 用 

 

 ３．取付方法 

   (1)レセプタクルにＯリング（小）２個を取付けます。 

（Ｏリング（小）は添付品のため、取付を忘れないようにしてください。） 

    また、取付の際には、Ｏリングの噛み込みに注意してください。 
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HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. 

△ 

△ 

O リング（小）（添付品） 

レセプタクル 
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FORM HC0011-9-2 

△ 

 

(2)筐体に内側からレセプタクルを挿入し、M8 ボルトを取り付けてください。 

 

 このときの適合ボルトはピッチ 1.25mm 長さ 10～12mm となります。 

また筐体取付の際は O リングがかみこまないように注意して下さい。 

    筐体の推奨寸法は図－１に示します。 

    尚、筐体の防水面 色塗り部は の表面粗さとなるようにお願い致します。 

    ねじを締め付ける際の推奨締め付けトルクは 6～6.5N・m となります。 

    また、緩み防止としてねじ緩み防止剤ロックタイト 243 または同等品の塗布をお願い 

します。 

本品のパネル材質はアルミを想定しております。下記推奨トルクはアルミパネルを 

使用した場合のものとなります。材質の硬さ、表面の滑らかさによって、ねじ締めに 

よる製品への負荷が変わります。 

そのため、他材質のパネルを選定される際は確認の上、必要であれば、締め付けトルクを 

下げてご使用願います。 

また、筐体を挟まない状態で、ナットにトルクをかけないでください。 

一度筐体に規定トルク取り付けた本製品にはボルト締め付け時にナット部に負荷が 

かかっている可能性があります。 

一度取り付けたものを外す場合は再利用せず、新品をご使用ください。 

 

     

    

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－1 推奨パネル取付寸法図[単位 mm] 

M8 ボルト 

筐体 

(推奨パネル厚 t=2~4.5mm) 

 レセプタクル 

A 

筐体 

筐体-レセプタクル間に O リングの 

噛み込みが無いように取付願います。 

Ａ部 断面図 
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△ 

 

(3)電線に丸端子を圧着して、M8 ボルトを用いて取り付けます。 

 このときの適合ボルトはピッチ 1.25mm 長さ 12～15mm となります。 

 （使用する丸端子の厚みを t=2.5～3mm を想定しております。厚さが変わる場合、それに 

合わせてねじ長さを選定願います。） 

 ボルトを締め付ける際の推奨締め付けトルクは 6～6.5N・m となります。 

   また、緩み防止としてねじ緩み防止剤 ロックタイト 243 または同等品の塗布を推奨します。 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ねじ締め前は右図のように雌端子にガタがあり、端子が移動 

しますが、ねじ締め後はレセプタクルと固定されますので、 

実使用時はガタが発生せず、製品機能上、問題はありません。 

端子が移動した際に、隙間に何か挟んだりしないように、ご注意願います。 

 

 

 

(4)GT8E コネクタを嵌合します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電線 丸端子 M8 ボルト 

レセプタクル 筐体 

 

HRS マークが上向き状態の時 

GT8E コネクタ 

ロックのツメが上向き 

   

レセプタクル 

筐体 

 

レセプタクル単体 外観 

 

3 mm 以下 
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△ 

(5)プラグを嵌合します。 

 

安全性のため、プラグの嵌合はケーブル配線等すべて完了した後に行って下さい。 

また、操作時は必ず電源をＯＦＦにし、活線挿抜の無い様に操作願います。 

 

本製品は振動などで簡単にロックが外れることがないように、ロック強度を高く設定して 

あります。参考写真に示すようにハンドル部分を含む上部を握るようにして持つと操作が 

しやすくなります。 

使用環境によりロック操作をもっと容易にしたい場合は、図－２のようなロック補助治具 

などで持ち手を大きくすることによって、ロック操作をしやすくすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】プラグ持ち方（推奨）       ・ロック部側面を避けて操作願います。 

                      ロック部(プラグ円筒部先端から約 15mm)に

力を加えますと、ロックの可動を妨げてしま

い、ロックが固くなることが懸念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ ロック補助治具 参考寸法[単位 mm] 

 

 

②矢印方向に回転 

①差し込む 
プラグ 

レセプタクル 

ハンドル部分 

（握る部分） 

ロック部 （１５mm） 
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△ 

４．取り扱いの注意 

 

  感電事故防止 

・本製品は活線挿抜には対応しておりません。プラグを抜き差しする際は、安全性を確保する 

ため、絶縁手袋を着用し、“必ず電源を切ってから“行ってください。 

 本製品の接続について、取付時は電源→信号の順に接続されます。また取外し時は信号→電源 

の順に接続が解除されます。（シーケンス構造） 

 そのため、万が一の活線挿抜対策として、信号ラインが嵌合・ロックを検知するインターロッ

クスイッチとして機能する回路を組み込んだ上でご使用下さい。 

 インターロックスイッチを組み込んだ際のラインの接続する順番は表－１の回路図に示しま

す。（インターロックスイッチはあくまでも万が一のために組み込まれております。よって、

必ず電源を切った状態でご使用をお願いします。） 

・通電中は危険ですので端子（特に電源ライン A － B  間)には触れないよう注意願います。 

・水がかかる箇所で使用する際には、プラグ取り外し後、水分がコネクタについてないかを確認

願います。水分が付着したまま使用すると感電事故の発生する可能性がありますので、使用前

に水分を取り除いてから使用願います。 

 

        表－１ 回路接続順番 

 

状態 
未嵌合 プラグ挿入 回転・ロック 

完了 

ロック解除 嵌合取り外し 

外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続   

電源ラインが 

クローズ。 

信号ラインが 

オープンのため

電流は流れない 

信号ラインが 

クローズし、 

電源ラインに電

流が流れる。 

信号ラインが 

オープン。 

電流がＯＦＦ。 

 

回路図 

 

    

  

 

  

 

 

 

 

警告 

A － B 間 電源ライン 

C － D 間 信号ライン 

 

A B C D 

プラグ レセ プラグ レセ プラグ レセ プラグ レセ プラグ レセ 

表示位置が合う 

位置でロック完了 

(詳しくは 

次ページに記載) 

Ju
n.

1.
20

26
 C

op
yr

ig
ht

 2
02

6 
H

IR
O

S
E

 E
LE

C
T

R
IC

 C
O

., 
LT

D
. A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.



    HIROSE ELECTRIC CO.,LTD. ATAD-C0320 9 6 / 7 
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△ 

 

 

  半嵌合・半ロック防止 

・ご使用時はロックが確実にかかっていることを御確認願います。 

 確実な接続を維持するため、ロック時、ロック解除時には少し力を要す設計となっております。 

そのためロック時はロック完了を確実に確認して下さい。 

（ロック、ロック解除時回転トルク(目安)：2～3 N・m） 

  ロック完了の見分け方は図－３に示します。 

 ロックが中途半端な状態で使用されますと、使用中に外れる可能性があり、大変危険です。 

  

図－３ ロック完了状態 

正面から見た図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面から見た図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ロックがかかっていることの見分け方 

 正面から見た際に 

  (１)プラグのＨＲＳ表示が上図の位置関係もしくは 180°回転した位置に来ている。 

  (２)プラグの外周上部に開いている穴からＬＯＣＫ表記が見える 

  側面から見た際に 

  (３)プラグの位置表示(○印)とレセプタクルの位置表示(  印)が同じ位置に来ている。 

    

 

警告 

(2)ＬＯＣＫ 表示が見える 

(1)ＨＲＳ表示・ＬＯＣＫ表示がレセプタクルの短辺方向 

(3)レセプタクル 位置表示 
(3)プラグ 位置表示 
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△ 

 

 

  電線引き回しの強度について 

（１）電線引き回しについて 

・電線を引き回す際はコネクタに負荷がかからないように電線の固定を行っていただき、 

下記に記載してある負荷以上の力が加わらないようにご使用下さい。 

 電線に負荷を加えますと、変形・破壊の要因となりますので、ご注意願います。 

  

図－４ 電線引張り方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電線引き回し時の参考強度 

  ①、②方向：150N 以下  

③、④方向：3N・m 以下 

 ただし、使用する電線の種類によって、異なる場合がありますので、ご注意願います。 

  

（２）実装状態 

・電線が長くなり、電線の重みや使用中の振動などで負荷がかかる場合、負荷による 

変形、破壊を防止するため電線の固定をお願いします。 

 

図－５ 電線固定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    
                                     以上 

警告 

電線を固定する 電線を固定する 

丸端子の変形が起きないように注意してください。 

薄色部のような形状に変形させる負荷を加えないようにご使用願います。 

 

① ② 

④ ③ 

(100mm) (100mm) 

Ju
n.

1.
20

26
 C

op
yr

ig
ht

 2
02

6 
H

IR
O

S
E

 E
LE

C
T

R
IC

 C
O

., 
LT

D
. A

ll 
R

ig
ht

s 
R

es
er

ve
d.


